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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
鈴木 克尚

鬼才仏心 ～常識にとらわれずに考える すべてに感謝する 純粋な心を持つ～

カネヨシは３ＰＬ事業者として「顧客ナンバーワン」を目指し、優れた品質・提案力・効率を磨くことで、真っ
先に声をかけていただける「ファーストコールカンパニー」を目指します。
私たちは「信頼される会社」として、雇用の創出や環境への取り組みを通じて社会の役に立つ責任を果たしてい

きます。
１００年先も顧客、地域社会、社員から選ばれ続ける企業を目指し、共に未来を拓いていきます。

2036年売上高100億円達成を目標とする。

みよし物流センター

〇本社所在地：愛知県みよし市

〇事業概要：貨物自動車運送事業を主と

した３ＰＬ事業

〇常時使用する従業員：532名

（2026年9月時点）

〇現在の売上高：49億円

（2026年4月期）

〇法人番号：2180301019629

〇Web：https://www.kaneyoshi.info/

株式会社カネヨシ（運輸業・倉庫業）

• 物流業界の人材不足と2024年問題により、既存の輸送形態では
成長余地が限定される。

• 顧客の要求水準(品質・リードタイム・提案力)が上昇しており、
既存の組織能力では十分に応えきれない。

• 倉庫キャパシティ･幹線輸送能力が成長速度に対して不足している。
• ESG・コンプライアンス対応が企業選定基準として強まり、ブランド力の強化
が必須となっている。

• 人的資本経営の確立
管理職・次世代経営層の育成、階層別研修、専門知見の導入。

• 物流インフラの強化
新倉庫設立、幹線輸送能力の増強、AGV・WMS・自動化設備の導入。

• 輸送効率化の高度化
スイッチバック、モーダルシフト、自動運転、共同幹線輸送の導入。

• ブランド価値・ESGの向上
地域貢献、環境対応、コンプライアンス強化。

• 経営陣による人的資本推進
人材育成・組織開発を統括。

• 物流インフラ強化プロジェクト（本社＋物流部）
倉庫新設・設備投資・幹線輸送改革を担当。

• 輸送効率化プロジェクト（本社＋運行部＋協力会社）
スイッチバック・モーダルシフト・共同輸送を推進。

• ESG・ブランド価値向上プロジェクト（本社）
地域連携・環境対応・社会貢献を統括。

49 55 62 67 72 77 82 87 92 97 102 107

0

50

100

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037


	スライド 1

